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東京福祉大学 短期大学部（伊勢崎キャンパス）
〒372-0831 群馬県伊勢崎市山王町2020-1
（2017年6月28日受付、2017年9月21日受理）
抄録 : 学年が進むにつれて算数に対する苦手意識を持つ者が増えてくる。その要因のひとつとして「計算の力」が影響を
与えている。そこで、総合初等教育研究所、国立教育政策研究所、ベネッセ教育総合研究所、それぞれが小学生の算数の
「計算の力」について調査した結果を分析、検討してみた。小学校低学年では正答率が高い数値であるにも関わらず、学年が
進むにつれて低下する傾向は、「算数が好きか」という調査項目でも同じ傾向を示している。小数が含まれる問題、四則が混
合した計算順序を考える問題などに課題が見られる。計算スピードを上げたりすることだけでなく、桁数が異なる小数の
問題では小数点の位置を考えて位を揃える、四則混合計算では、かけ算やわり算を先に行う、など計算のきまりを理解する
ことや既習事項を活用することが必要である。計算問題の答えの正解・不正解も重要であるが、それだけでなく、その学び
を通して、思考を伴う学習へ展開させることが重要である。
（別刷請求先 : 簑輪欣房）
キーワード : 計算能力、計算間違い、四則計算、知識・技能、思考力
緒言
算数は、小学校低学年では好きな科目の一つであるが、
学年が進むにつれて算数に対する苦手意識を持つ子どもが
増えてくる。深谷ら（1995）よると「算数が好き」と答えた
子どもの割合は小学4年生は40%、5年生は31%、6年生
29%と学年が進むにつれて低下しているのに対して、
「算数が苦手」と答えた子どもの割合は、4年生が14%、5年
生17%、6年生20%と上昇している。
渡辺・佐久間（1998）は、小学校の子どもたちに算数に
対する不安が見られるとして、次の4点を指摘している。
（1）算数の授業に関連した「授業関連不安」、（2）算数のテス
トや問題解決の失敗に関連した「問題解決失敗不安」、
（3）教師に関連した「対教師不安」、（4）問題遂行に失敗した
際の周囲の児童に関連した「対周囲不安」である。
さらに、市川（1998）は、10年余りにわたる認知カウンセ
リングの活動の中で、相談に来る児童達に、次のような
学習観があることを指摘している。（1）思考過程よりも、
答えが合っているか間違っているかが大切であるとする
「結果主義」、（2）答えを出す手続きや知識を覚え込むのが
学習だとする「暗記主義」、（3）単純な反復による習熟が学
習だとして、工夫せずに学習時間や練習量だけを重視する
「物量主義」である。このような学習観に基づく学習方法
が、学習の形骸化を生み出している。
小学校における算数は、小学校学習指導要領で、算数科
の目標として「数量や図形についての算数的活動を通して
基礎的な知識と技能を身に付け、日常の事象について見通
しをもち筋道を立てて考える能力を育てるとともに、活動
の楽しさや数理的な処理のよさに気付き、進んで生活に生
かそうとする態度を育てる。」と示され、「数と計算」はすべ
ての学年で学ぶ内容の筆頭に明記されている。そのため、
学校現場での算数の学習において、数と計算の占める割合
は大きく、算数の学習において、各学年とも「数と計算」領
域の占める割合は大きいことに伴い計算力が、多くの児童
の算数に対する好き、嫌いに大きな影響を与えている。
自らの学習を振り返り、主体的に学んでいく力の育成が
学校教育の中心課題であることを考えると、学習者が自ら
の間違いを克服し、その後の学習を進めていく時に活用し
ていくことは、「学び」の推進には必要不可欠である。算数
においての間違いの多くは「計算間違い」である。その計
算間違いには、足し算、引き算などの四則演算、長さや時間
などでの単位の換算間違いなど計算問題によってさまざま
である。植坂（2010）は、個別学習の場面では、公式や法則
への理解が不十分であることが計算間違いにつながってい
ることを述べているが、計算間違いがなぜ起きるのかとい
う発生起因に関する示唆は、この報告以外は見られない。
本稿では、計算の正答率を総合初等教育研究所が実施し
た「計算力」の習得に関する調査2005（総合初等教育研究
東京福祉大学・大学院紀要 第8巻 第1号（Bulletin of Tokyo University and Graduate School of Social Welfare）　pp65-72 （2017, 10）
66
簑輪
所 , 2006）、国立教育政策研究所教育課程研究センターの
特定の課題（算数・数学）に関する調査結果（国立教育政策
研究所 , 1995）、ベネッセ教育総合研究所が実施した小学
生の計算力に関する実態調査2013（ベネッセ教育総合研
究所 , 2013）のデ－タを用いて、算数学習の問題点につい
て検討を行った。
計算の力に関する調査報告結果の検討
1）総合初等教育研究所の調査結果
2005年に「小学校学習指導要領」（平成14年実施）の
「A 数と計算」領域のうち、計算および計算に関わる事項
について、小学生1年生から6年生の11、382人について実
施している。図1に示すように、学年ごとの平均正答率を
見ると1年生、2年生では90%以上でかなり良好な結果で
あるが、3年、4年、5年と学年が進行するに従って低下し、
5年生においては75%程度と他の学年に比べると10ポイ
ント以上の差が生じている。
特定の学年で正答率の低下が見られる。4年生で「178
÷28」という計算問題の正答率は77.5%であるのが、同じ
問題を5年生では69.6%と正答率が低下し、また、「8＋4×
26」や「8－4÷2」という四則混合の問題は4年生で学習す
るが、4年生の正答率と比べて5年生では低下している。
しかし、6年生になっても4年生の正答率まで回復するこ
とがなく、学年が進んでも正答率が低下、学習状況の改善
されていない状況が見られる。さらに、さらに、計算する
数の桁数が増えたり、小数を含む計算になると誤りが増え
る傾向にあり、それらの問題の正答率は5年生では47.9%、
6年生では58.6%となっている。
2）国立教育政策研究所の調査結果
この調査は、2003（平成15）年10月7日の中央教育審議
会答申「初等中等教育における当面の教育課程及び指導の
充実・改善方策について」において提言され、児童生徒の学
力の総合的な状況を把握するために、従来から実施してき
た「教育課程実施状況調査」の枠組では把握が難しい内容
について調査研究を行い、今後の教育課程や学校における
指導の改善に資するものとして全国の小学4年生から中学
3年生の17、805人を対象に、ペーパーテスト調査と質問紙
調査（児童生徒及び教師）が実施された。小学生について
は小学4年生3,161人、小学5年生2,995人、小学6年生3,086
人を調査対象としている。
文部科学省が実施した2001（平成13）年度実施状況調査
では、計算の技能の問題での通過率が比較的に高いものの、
日常の場面で必要となる計算の式をつくる問題など、計算
の意味理解にかかわる問題での通過率が低いといった課題
があることが指摘されていたので、2006（平成18）年度実施
状況調査では、小数及び分数の除法の意味理解をみるため、
この特定の課題に関する調査においては、数量に関する場
面を読み取り目的に応じた計算の式を作ることや選択肢か
ら選ぶ問題、問題の数値を整数におきかえるというアイデ
アを示したうえで問題解決させる問題が出題されている。
「計算に関する力」に関する調査については小学校にお
いては、次の3つの分類から調査している。
①式や計算の意味を理解すること
数量に関する場面を読み取り目的に応じた計算の式を
作る（選択肢から選ぶ）問題を出題した。また、小数及び分
数の除法の意味理解をみるために、問題の数値を整数にお
きかえるというアイデアを示したうえで問題解決をさせる
内容について出題。
図1．学年ごとの正答率 2005。「総合初等教育研究所の調査結果 , 2006」を基に著者作成
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② 数についての感覚を生かしたり、計算法則を活用した
りすること
数についての感覚を生かしながら計算の仕方を工夫す
る力を評価する問題や、計算法則を生かして簡単な計算を
工夫する力を評価する問題を出題。
③計算方法の理解や計算を処理すること
2種類の計算がまじった問題（「3＋2×4」の計算）を各学
年で共通に出題し、乗除先行のきまりについての理解の
定着状況を調べている。また、わり算の筆算過程における
各段階の意味理解を問う問題を出題。具体的場面を設けた
四則混合の計算問題も出題されている。それぞれ学年ごと
の正答率は図2のとおりである。
第4学年については、乗法、除法を選択する問題での正
答率については70%前後という結果である。整数の乗法・
除法は、小学2年生から4年生までに学習している内容で
あることから、この正答率では既習の乗法・除法計算の意
味理解の定着が第4学年の段階でも十分ではないことが考
えられる。図2に示すように、乗法、除法の問題の正答率は、
学年が4年生から5年生になると低下し、6年生で回復する
が4年生の値にまでは届いていない。また、小数が含まれ
ると、整数の場合に比べ、その理解に困難があることが明
らかになった。
3） ベネッセ教育総合研究所が実施した小学生の計算力に
関する実態調査結果
2013年、2007年と2013年の2ヶ年全国の公立小学校15校
の1～6年生約7,800人を対象に45分間で計算力テスト
（整数・小数・分数などの計算問題）とアンケート調査を
実施し、それにより、小学生の計算力（計算技能）の実態と
算数に対する意識を明らかにしている。図3に示すように、
当該学年で学習している内容の問題を出題した正答率は、
2007年では 1～2年生では大きな差がみられないが、
1・2年生の正答率と比べると、3年生では 17ポイント、
4年生では20ポイント、5年生ではで45ポイント低下し、
6年生では少し回復して17ポイントの差になっている。
2013年では2007年同様に、1～2年生では大きな差がみ
られないが、1・2年生の正答率と比べると、3、4年生では
15ポイント、5年生ではで21ポイント、6年生では回復し
図2．乗法除法の式を選択する問題の正答率。「国立教育政策研究所の調査結果 , 1995」より著者作成
図3．学年ごとの正答率。「ベネッセ教育総合研究所の調査結果 , 2013」より著者作成
68
簑輪
て6ポイントの差になっている。この調査においても5年
生の正答率が一番低下している。
2007年では上の学年で学習していた学習内容にについ
て、2013年では学習指導要領の改訂により、下の学年で学
習しているために下の学年で同じ問題を出題したところ、
正答率に大きな変化はみられないが、同じ難易度の問題を、
2013年では下の学年の子どもたちが2007年と同レベルで
正答している。
2007年・2013年の問題例と正答率は次のようになって
いる。
学年 問題例 2013正答率 2007正答率
1年 6＋7など 95.5% 96.4%
2年 8×3など 97.8% 97.4%
3年 525×37など 82.2% 80  %
4年 82÷27など 82.6% 76.6%
5年 0.46÷1.9など 76.7% 62.6%
6年 8/9×3/10など 91.6% 79.6%
2007年・2013年共通問題の正答率は次のようになって
いる。
学年 問題例 2013正答率 2007正答率
3年 1.3－1.8など 78.5% 75.1%
4年 1.3×25 など 66.2% 68.1%
5年 1/12×4 など 70.7% 75.5%
上の学年から移行してきた問題の正答率はほぼ変化な
しに維持している。また、算数や計算に関する意識をたず
ねるアンケート調査を実施し、「算数」の勉強に対して
「好き」（とても好きとまあ好きの合計、以下同様）や、「計算
するのが好き」という回答が、図4に示すように、2007年と
比べて4～5年生で増加傾向にある。2007年、2013年とも
算数が「好き」（とても＋まあ好き を合計して表示）の比率
をみると、1～3年生では8割前後であるが、4～6年生にか
けて低下し、6年生では約6割になっている。
算数の勉強に対する「好き」を男女差で表したのが図5
である。3～6年生では女子に比べて男子のほうが「好き」
図4．算数の勉強に対する好きか。「ベネッセ教育総合研究所の調査結果 , 2013」より著者作成
図5．男女別算数の勉強に対する好きか。「ベネッセ教育総合研究所の調査結果 , 2013」より著者作成
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の比率が高く、5年、6年と学年が進むにつれて拡大し、5年
生でもっとも差が大きく12.6ポイントの差が生じている。
特に、5年生の女子の減少が著しく、5・6年の高学年の女子
に算数嫌いが増加していることについて、何が原因なのか
今後さらに調べる必要がある。
計算の力に関する調査報告結果からの考察
本稿は、算数の計算問題の正答率の変化が小学校のどの
学年からどのように見られるのか、それに関すると思われ
る要因について検討することが目的であった。
総合初等教育研究所（2006）、国立教育政策研究所（1995）、
ベネッセ教育総合研究所（2013）の3つの調査結果に共通
しているのは、小学1・2年生では正答率は90%であるが学
年進行とともに次第に正答率が低下していることである。
特に5年生の正答率が著しく低下している。学習指導要領
の1998（平成10）年改訂時の児童の正答率である2005年、
2007年の結果も2008（平成20）年の改訂で小学校算数では
基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着のため、発達や
学年の段階に応じた反復による指導を充実を掲げての5年
後の2013年も以前とおなじく、5年生の正答率が他学年よ
りも低下している傾向は変わらない。これは、5年生で小数
の乗法、除法、あまりや概数を求める問題がよく理解され
ていないのが要因である。
正答率が低かったのは、3年生では「408－279」（正答率
70.6%）、4年生では「23－1.8」（正答率39.6%）、5年生では
「2.8÷0.6」（正答率22.9%）、6年生では「1/3＋3/4÷1/8」
（正答率26.6%）である。「ひき算」と「わり算」、小数が含ま
れる問題、四則が混合した計算順序を考える問題などに課
題が見られる。このような問題を解くには、単純に九九を
暗記したり、計算スピードを上げたりすることだけでなく、
たとえば、桁数が異なる小数の問題では小数点の位置を考
えて位を揃える、四則混合計算では、かけ算やわり算を先
に行う、など計算のきまりを理解することが必要である。
計算問題であっても、答えの正解・不正解だけでなく、途中
のプロセスや考え方などがしっかりしていることが重要で
ある。高学年の正答率が70%程度にあるので、中学校へ進
学した時に負の数や文字式を学習し、その時には小数や分
数を含んでいることが多く、小数や分数の計算を理解し、
計算することができなければ、中学校での負の数や文字式
の計算問題も正答率が下がることになる。
総合初等教育研究所の調査は、1998年（平成10年）に告示
された学習指導要領が、2002年度（平成14年度）に完全実
施され、完全学校週5日制のもと、各学校が「ゆとり教育」
のなかで「特色ある教育」を展開し、児童に豊かな人間性や
自ら学び自ら考える力など「生きる力」を育むことを基本
的なねらいとしている授業実践をしているなかでの調査で
ある。
国立教育政策研究所が実施した調査（1995）は、学力低下
批判への対応、「総合的な学習の時間」に関する枠組み規定、
教師の指導性の明確と学習指導要領のさらなる定着を進
め、そのねらいのいっそうの実現を図るため、2003年（平成
15年）、学習指導要領の総則の一部を改正し、小学校におけ
る個に応じた指導の充実のための指導方法として「習熟度
別学習」、「少人数指導」を実践しているなかでの調査であっ
た。2004（平成16）年度公立小・中学校教育課程編成・実施
状況調査（文部科学省調査）によれば、「理解や習熟の程度に
応じた指導を実施」している小学校は81.6%にまで達して
いる。ベネッセ教育総合研究所の調査（2013）は、2008年
（平成20）に学習指導要領が改訂され、①「生きる力」という
理念の共有、②基礎的・基本的な知識・技能の習得、③思考
力・判断力・表現力等の育成、④確かな学力を確立するた
めに必要な授業時数の確保、⑤学習意欲の向上や学習習慣
の確立、⑥豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充
実を掲げて授業実践をしているなかでの調査である。これ
ら3つの調査報告書は「ゆとり教育」を推進していた時期
から「脱ゆとり教育」を推進していた時期と大きく教育政
策が転換しているが、図1、図3が示すように教育政策の転
換があったにもかかわらず小学校5年の正答率は3つの
調査報告書とも一番低いことを示している。「脱ゆとり」、
「学力低下」が叫ばれる中で、一人ひとりの子どもにきめ細
かな支援ができるように「少人数指導」、「習熟度別学習」と
子どもの学習環境を整え、支援するようになっても小学生
の算数の正答率は3年生、4年生、5年生と学年進行ととも
に低下し、小学5年生が一番低くなるという傾向は変わっ
ていない。確かに、算数において習熟の遅いグループに
対する少人数指導を行うことにより、児童の学習に対する
関心・意欲・態度が高まる傾向があることは多数の実践報告
がなされているが、習熟度別少人数指導を導入しさえすれ
ば、直ちに効果が出るとは限らないことに留意する必要が
ある。 学習指導要領の改訂、「少人数指導」、「習熟度別学習」
など制度的な変更による子どもの学習環境の改善があるに
も関わらず、小学校5年生の算数の正答率が小学1年生か
ら6年生の中で一番低くなるという傾向がかわらない。 
算数の計算に関する正答率を上昇させるのは数量の関係を
的確に把握し、的確に演算決定することができるようにす
ることである。
小学5年生の「小数のわり算」の学習で、例えば、「長さ
1.2m、重さ1.8kgのぼう1mの重さはいくらでしょう」とい
う問題や式 26.7×3.4を解く場合、わり算をすればよい、
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かけ算をすればよいと分かるのだが、「何を何でわり算すれ
ばよいのかよく分からない」、「数値通りに計算するが小数
点の位置がよく分からない」ということである。子どもに
難しくさせているのは「小数」である。その「小数」を、
「長さ12m、重さ18kg」、「267×34」と整数に置き換えて
問題構造を読み直すことができれば、小学校4年生までの
既習事項を使うことで間違いがかなり減少すると考えられ
る。というのは、小学校4年で学習する「2位数÷2位数」、
「3位数×2位数」などの計算は8割以上の正答率を示して
おり、既習事項は、繰り返し使うことで、鮮明に知識となり、
未習の学習にも活用していこうとする態度を生むことにも
なる。すなわち、ある事柄を考えるとき、その事柄を構成
している要素や条件の一部分を一時的に無視し、既習事項
に直して考察しようとする考え方である。もちろん、この
場合「小数」を「整数」に置き換えているので、計算の答え
を元の「小数」に戻すという操作をしなければならないが、
このようにすることで「かけ算をした結果は必ず大きくな
る」と思っている児童に小数のかけ算の結果は小さくなる
ということに気づかせることができる。
小数のたし算の仕方においては、小数の計算を整数の
計算に帰着させ、「ある複数の事柄を、より広い観点から、
それらの本質的な共通性を抽象化し、同じものとしてまと
めていこうとする考え方」が大切である。
式 0.2＋0.3の計算においては、0.2は0.1が2個、0.3は0.1
が3個と考えるから、0.2＋0.3は、0.1が（2＋3）個になる。
したがって、0.2＋0.3は0.5となる。この例に示すように
「同じところはどこか、その同じところを式にまとめられ
ないか」ということを考えさせることである。
算数教育は、算数の基礎的・基本的な知識や技能を習得
し、それらを活用して問題解決能力を育てることが目的で
あり、1958（昭和33）年告示の小学校学習指導要領以来、
一貫して変わらない普遍的な考え方であるが、その前提と
して、正しく計算できる児童を育成することが重要である。
正しく計算するという基礎的な技能の習得に反復は必要で
あるのは自明の理である。子どもたちには、反復練習の結
果、正しく計算できるようになるという喜びだけでなく、
自分の知識・技能を最大限駆使して思考する楽しさを味わ
わせることと「習得」と「活用」が結びつき、知識・技能の深
い理解が子どもたちの生活や生き方とつながる学習にする
必要がある。
計算ができるというだけでも、算数が「好き」の割合が左
右される。「算数の勉強は好き」と答えている児童の割合
は、小学低学年では非常に高いが、3年、4年の頃から次第
に減少している。この変化が図4に示されているように
「正答率」の変化とよく似ているのは、算数の学習への意欲、
好き・嫌いに大きな影響を与える要因として「計算ができ
る」がある。すなわち、「計算ができた」という実感や、自力
解決できたときの「喜び」が、心地よい「快」の感情となり、
さらなる学習の原動力や新しい課題に挑戦する意欲となっ
ている。思考力や表現力、数学的な考え方も「できた!分かっ
た !解けた !」の感動から育つものである。
計算に関わる力として育成したいのは、計算の意味を理
解して演算を決定する力、それを式に表す力、計算の仕方
を考える力、生活場面で活用できる力である。算数教育に
おいては、基礎的・基本的な知識・技能を身につける低学
年でも、抽象的内容や関係的概念を学ぶことが多くなる
高学年においても、基礎的・基本的な知識・技能をもとに
思考力と表現力を育成することは重要なことである。
すなわち、計算の力（技能面）の向上させることだけに
終わりにさせるのでなく、計算技能を活用する能力を育成
することへつなげていくことが求められている。
結論
総合初等教育研究所、国立教育政策研究所、ベネッセ教
育総合研究所が行った計算の力に関する調査報告書の結果
を読み解くことで明らかになったのは、1）小数と整数の加
法、減法の計算では位をそろえて計算することの理解不足、
対策としては、数直線、筆算を活用し、計算過程を丁寧に
指導する。2）整数や小数での乗法及び除法の意味理解が
十分ではないこと、対策としては、整数での乗法及び除法
の計算の学習段階での演算を丁寧に扱い、計算の意味の
理解と、数量についての問題場面を正しく読み取り、数量の
関係を正確に把握できるように指導する。3）乗除先行のき
まりを十分に理解していないために、左から順に計算して
しまうこと、対策としては、式を読んだり、1つの式に表し
たり、式の意味をこれまでに学習したこととの関連を図り
ながら、意味理解を深める指導をする。さらに、加法や乗法
の計算を工夫して簡単に答えを求めることでは、授業で、
計算法則を活用した工夫の例を示して、その考えを他の計
算問題にも当てはめてみたり、生活などの実際の場面に
活用したり、計算原理やきまりなどを活用して考える力を
身につけさせる授業を工夫することが求められている。
計算の力（計算技能）の育成に本気で取り組むことは、
単なる計算技能の向上にとどまらず、計算の学びを通して
算数の楽しさを知る機会であり、子ども自身の思考を伴う
学習へ展開させることが、学習内容の理解と定着につな
がる。
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Suggestion from Correct Answer Rate of as Seen in Survey Computational Results
Yoshifusa MINOWA
Junior Colleg, Tokyo University of Social Welfare (Isesaki Campus), 
2020-1 San’o-cho, Isesaki-city, Gunma 372-0831, Japan 
Abstract : As the grade progresses, the number of students with a weak awareness of arithmetic increases.  “Calculation 
power” has an influence as one of the factors.  Therefore, I analyzed and examined the results of the survey on the 
“computational power” of elementary school students’ arithmetic, each of the Comprehensive Primary Education Research 
Institute, the National Institute for Educational Policy Research and the Benesse Educational Research Institute.  Despite the 
fact that the percentage of correct answers is high in elementary school lower grades, the same tendency is shown that “math 
is preferred” that decreases as the grade progresses.  Problems that include decimals, issues that consider the calculation 
order that the four rules are mixed, and others.  In addition to memorizing ku-ku and speeding up the calculation speed, in 
the case of a small number of problems with different number of digits, consider the decimal point and arrange the positions. 
In four arithmetic mixing calculation, multiplication and division are done ﬁrst, etc.  It is necessary to understand the rules of 
calculation and it is important that not only the correct and incorrect answers of calculation problems, but it is also important 
to develop them into learning with thoughts through learning as well as that.
（Reprint request should be sent to Yoshifusa Minowa）
Key words :  Calculation ability, Miscalculation error, Arithmetic calculation, Knowledge/skill, Thinking ability
